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研究の全体概要 

水銀に関する水俣条約は 2017年に発効後 5年以上が経過しているが、環境中水銀の主要な排出源の

一つである零細・小規模金採掘(以下、ASGM)への対策が遅れている。本研究では、水銀汚染地域として

主に ASGMサイトに焦点を当て、ASGMによって環境中に放出され、残留した水銀の運命予測とそれによ

る環境リスク評価を行うことを目的とする。現在稼働中のサイトに加えて過去に ASGMの履歴を有する

跡地についても研究対象とする。海外（インドネシアを想定）の ASGMサイトにおいて残留水銀が含ま

れる土壌の実態調査により、その存在量と土壌からの揮発フラックスや浸透フラックスを計測する。

高濃度汚染土壌から揮発する水銀は気中濃度として高いことが予想されるため、それを検出可能な水

晶振動子式水銀分析器の湿度対策等の改良を行い、現場観測に適用する。また、土壌の三相分布を維持

し、かつフラックス計測も可能なサンプリング方法を確立し、室内実験により土壌特性や温度、水分な

どの環境因子とフラックスの関係性を明らかにする。さらに、土壌中水銀の形態変化に影響する微生

物の遺伝子解析も行い、メチル水銀生成能に関する情報を得る。これらの観測及び実験のデータを基

にして、すでに揮発性有機物（VOC）において実績のあるモデルの機能を拡張し、水銀についてもフラ

ックスや土壌中濃度の減衰を含んだ経時変化を予測できるモデルを構築する。さらに、汚染地域内及

びその周辺の住民を対象として水銀という物質そのものの性質や形態による生物毒性の違いなどに関

する環境教育を行い、本研究による調査結果の説明も視覚的にわかりやすく提示することで、周辺住

民の環境リテラシーの向上を促す。これらの研究活動により、汚染された水銀の除去対策の必要性や

優先度に関する情報を提供すると共に、日本発信の環境教育の国際展開を通して水銀に関する水俣条

約の理解と効果の促進に貢献する。 

 

 

 

 

 

 



研究の全体概要図 

 


